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【部門区分】第７部門第２区分
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【公開番号】特開2014-187355(P2014-187355A)
【公開日】平成26年10月2日(2014.10.2)
【年通号数】公開・登録公報2014-054
【出願番号】特願2014-9239(P2014-9239)
【国際特許分類】
   Ｈ０１Ｌ  23/373    (2006.01)
   Ｈ０５Ｋ   7/20     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｈ０１Ｌ   23/36     　　　Ｍ
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【手続補正書】
【提出日】平成29年1月20日(2017.1.20)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　熱エネルギ源と、前記熱エネルギ源の表面と熱的連通する異方性熱案内被覆とを具備す
る熱エネルギ案内装置において、前記異方性熱案内被覆は、第一層及び第二層を含む複数
の層を有し、前記第一層は前記熱エネルギ源の表面に接触し、前記第二層は前記第一層に
接触し、前記第一層は第一熱伝導率を有し、前記第二層は第二熱伝導率を有し、前記複数
の層は、熱エネルギ管理目標に応じて前記熱エネルギ源からの熱エネルギを案内するため
に前記熱エネルギ源の表面に不均一に配置され、前記第一層は第一の複数の熱伝導性粒子
を含む第一絶縁材料から形成され、前記第一層は熱伝導性粒子の第一濃度を有し、前記第
二層は第二の複数の熱伝導性粒子を含む第二絶縁材料から形成され、前記第二層は熱伝導
性粒子の第二濃度を有し、前記第一濃度は前記第二濃度を上回っている、熱エネルギ案内
装置。
【請求項２】
　前記異方性熱案内被覆は熱エネルギ源の形状と合致する同形被覆である、請求項１に記
載の熱エネルギ案内装置。
【請求項３】
　前記熱エネルギ源は電子構成要素あるいはモータである、請求項１に記載の熱エネルギ
案内装置。
【請求項４】
　さらに、前記異方性熱案内被覆と熱的連通する熱エネルギ取り込み装置を具備し、前記
熱エネルギ管理目標は、前記熱エネルギ取り込み装置へ前記熱エネルギ源からの熱を案内
することを有する、請求項１に記載の熱エネルギ案内装置。
【請求項５】
　前記第一層と第二層との層境界面は前記熱エネルギ源の表面と実質的に垂直である、請
求項１に記載の熱エネルギ案内装置。
【請求項６】
　前記熱エネルギ源の表面は実質的に線型である、請求項１に記載の熱エネルギ案内装置
。
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【請求項７】
　前記複数の層の厚さが前記熱エネルギ源の表面に沿って変化する、請求項１に記載の熱
エネルギ案内装置。
【請求項８】
　前記複数の層の厚さは前記熱エネルギ源の表面に沿って不均一に変化する、請求項１に
記載の熱エネルギ案内装置。
【請求項９】
　熱エネルギ源と、前記熱エネルギ源の表面と熱的連通する異方性熱案内被覆とを具備す
る熱エネルギ案内装置において、前記異方性熱案内被覆は熱エネルギ源の形状と合致する
同形被覆であり、前記異方性熱案内被覆は第一の複数の層と第二の複数の層とを有し、前
記第一の複数の層は第一層と第二層とを有し、これら第一層と第二層は各々第一熱伝導率
を有し、前記第二の複数の層は第三層と第四層とを有し、該第三層と第四層は各々第二熱
伝導率を有し、前記第一の複数の層の前記第一層は前記熱エネルギ源の表面に接触し、
　前記第二の複数の層の第三層は前記第一の複数の層の第一層と前記第一の複数の層の第
二層との間に接触して配置され、前記第一の複数の層の第二層は前記第二の複数の層の第
三層と前記第二の複数の層の第四層との間に接触して配置され、前記第一層及び前記第二
層は第一の複数の熱伝導性粒子を含む第一絶縁材料から形成され、前記第一層及び前記第
二層は熱伝導性粒子の第一濃度を有し、前記第三層及び前記第四層は第二の複数の熱伝導
性粒子を含む第二絶縁材料から形成され、前記第三層及び前記第四層は熱伝導性粒子の第
二濃度を有し、前記第一濃度は前記第二濃度を上回っている、熱エネルギ案内装置。
【請求項１０】
　前記第一層は前記熱エネルギ源の表面に接触し、前記第二層は前記熱エネルギ源に接触
し、前記第一層は前記第二層に接触する、請求項９に記載の熱エネルギ案内装置。
【請求項１１】
　前記第一層は第三層と前記熱エネルギ源の表面との間に配置される、請求項９に記載の
熱エネルギ案内装置。
【請求項１２】
　第一位置における前記異方性熱案内被覆の第一厚さは、前記第一層の第一厚さと前記第
三層の第一厚さとを有し、第二位置における前記異方性熱案内被覆の第二厚さは、前記第
一層の第二厚さと前記第三層の第二厚さとを有し、前記第一層の前記第一厚さは、前記第
一層の前記第二厚さより薄い、請求項９に記載の熱エネルギ案内装置。
【請求項１３】
　前記第一の複数の熱伝導性粒子は、金属粒子、グラファイト粒子、繊維複合粒子、セラ
ミック粒子、又は、これらの組み合わせを含んでいる、請求項９に記載の熱エネルギ案内
装置。
【請求項１４】
　前記第一絶縁材料はシリコンであり、前記第二絶縁材料はシリコンである、請求項９に
記載の熱エネルギ案内装置。
【請求項１５】
　熱エネルギ源と、前記熱エネルギ源の表面と熱的連通する異方性熱案内被覆とを具備す
る熱エネルギ案内装置において、前記異方性熱案内被覆は、第一層、第二層及び第三層を
有し、前記第一層及び前記第三層は第一熱伝導率を有し、前記第二層は第二熱伝導率を有
し、前記熱エネルギ源の表面の第一位置における該表面に垂直な前記異方性熱案内被覆の
第一横断面は前記第一層と前記第三層との一方のみを含み、前記熱エネルギ源の表面の第
二位置における該表面に垂直な前記異方性熱案内被覆の第二横断面は前記第一層、前記第
二層、及び前記第三層を含み、前記第二層は前記第一層と前記第三層との間に配置される
、熱エネルギ案内装置。
【請求項１６】
　前記異方性熱案内被覆は更に第四層を有し、前記第四層は前記第二熱伝導率を有し、前
記第一横断面と前記第二横断面との少なくとも一方は前記第四層を含む、請求項１５に記
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載の熱エネルギ案内装置。
【請求項１７】
　前記第一層と前記第三層との少なくとも一方は第一の複数の熱伝導性粒子を含む第一絶
縁材料から形成され、前記第一層と前記第三層との少なくとも一方は熱伝導性粒子の第一
濃度を有し、前記第二層と前記四層との少なくとも一方は第二の複数の熱伝導性粒子を含
む第二絶縁材料から形成され、前記第二層と前記第四層との少なくとも一方は熱伝導性粒
子の第二濃度を有し、前記第一濃度は前記第二濃度を上回っている、請求項１６に記載の
熱エネルギ案内装置。
【請求項１８】
　前記第二層は前記第一層と前記第三層との間に配置され、前記第三層は前記第二層と前
記第四層との間に配置される、請求項１６に記載の熱エネルギ案内装置。
【請求項１９】
　前記異方性熱案内被覆は熱エネルギ源の形状と合致する同形被覆である、請求項１５に
記載の熱エネルギ案内装置。
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